タイトル

事業創造大学院大学紀要No. 年月


論文表題　ＭＳゴシック16ｐ、太字、中央揃え
― 論文の副題　ＭＳゴ・10.5ｐ、太字、中央揃え ―

事業　太郎
（氏名はＭＳ明朝、12ｐ、右揃え、姓と名の間にスペース）
ジギョウ　ソウゾウ　タロウ
（氏名は漢字表記以外、全てカタカナ）
要　旨（MSゴ、11ｐ、太字、左2字インデント）
・要旨は400字以内。MS明（英語の場合はTimes New Roman）、10.5ｐ、左右2字インデント
・要旨文頭は一字スペースをあける。

キーワード（MSゴ、11ｐ、太字・左2字インデント）

・ＭＳ明朝・10.5ｐ、左右2字インデント。本文で使用した語で3～5語を記入。

・文頭はあけない。キーワードとキーワードとの間は「、（読点）」で区切る。

・キーワードと見出しとの間は2行あける。
本文見出しについて　※ 番号と見出しとの間に一字スペースをあける。
1 章見出し　(MSゴシック、太字、１２ｐ)

1．1 節見出し　(MSゴシック、太字、１１ｐ)
1．1．1　項見出し　(MSゴシック、太字、１０.５ｐ)

本文について

・用紙はA4版を使用し、1頁あたり40文字×36行で作成。上下左右の余白は30ｍｍ。
・表題、氏名、要旨、キーワード、本文、図表、注、参考文献を含めて15ページ以内。
・本文は、日本語の場合ＭＳ明朝（英語の場合はTimes New Roman ）、10.5ｐを使用。

・本文中で強調したい語がある場合、太字にはせず、「‘’」や括弧等を用いて示す。
また、本文中で使用する括弧や引用符は、半角を使用せず全て全角にする。

・注を挿入する時は、句読点の前に入れる。
・注は最後にまとめてつける
。
・本文中の引用・参考部分は簡略な出典情報のみを注記し、詳細な出典情報は一覧にし、各論文末に一括掲載すること。

本文に挿入する図・表等について

・ページ上下左右の余白は、30mmに設定。図・表がはみ出さないように注意する。
・図・表は、After the mentionの原則（図・表を掲げた後に説明するのではなく、あらかじめ言及した後に図・表があらわれるように設定すること）に従って各自で挿入する。

・それぞれの図・表には、上に通し番号と表題、下に出所をつけること。

・単位、出所、執筆者による作成等、その趣旨を忘れずに明記すること
。

・図・表の前後は、１行あけること。

表１　図書貸出冊数（通し番号、表題は図表の上に。MSゴ、太字、10.5ｐ、中央揃え）
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（出所）『2020年度事業創造大学院大学シラバス・学生便覧』p.146

（出所は図表の下に。MS明、10.5ｐ、左揃え）
その他
・ホームページからの引用、または参照した場合、URLと最終検索日を記す。
　　例）株式会社○○ホームページhttps://www.○○○，●年●月●日閲覧。
・引用した頁の記載方法について

　頁は単頁の場合p.●、複数頁に渡る場合pp.●－●と記載する。

【注】（MSゴ、太字、10ｐ、中央揃え）
¹　脚注は文末脚注を選択し、自動脚注番号で1,2,3,4‥を選択すること。

² 　　注の文字は、MS明朝（英語はTimes New Roman）、10p、左揃えとする。
【参考文献】（MSゴ、太字、10ｐ、中央揃え）
1著者姓，名［出版年］『書籍タイトル』，出版者，出版地（省略してもよい）。

2著者姓，名［出版年］「論文タイトル」『雑誌名』，巻（号），頁。

3欧文論文は「“ ”」でくくり、書名や雑誌名は斜体（イタリック）にする。

4参考文献の文字は、MS明朝（英語はTimes New Roman）、10p、左揃えとする。
� 事業創造大学院大学　教授（准教授・講師・助教） ※教員の場合、肩書表示


� 事業創造大学院大学　事業創造研究科　　　 ※本学本科生の場合


※その他の場合、所属先を表示


例．事業創造大学院大学　事業創造研究科　修了生／株式会社○○○　センター室長








なお、邦文の場合、引用文献は日本語の文献を先に挙げ、その後に外国語の文献を挙げる。　　日本語の文献は“あいうえお”順に並べ、外国語文献はファミリーネームのアルファベット順に並べること。また、引用文献には通し番号を付すこと。
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